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Whole Person Careとは？

カナダ モントリオール
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マギル大学の緩和ケア（Palliative Care）の歴史

・“緩和ケア（Palliative Care）”という言葉は、
バルフォア・マウント教授が最初に提唱

・終末期医療（ターミナルケア、ホスピスケア）に
おけるすべてのケアは、学術的に探究され、
実践されなければならない（質の保証）

・1975年に世界最初の“緩和ケア病棟”が
マギル大学のロイヤル・ビクトリア病院内に設立

マギル大学 バルフォア・マウント教授
“The Father of Palliative Care in North America”

1975年 マギル大学の大学病院のなかに積極的な治療が困難となったがんや
慢性疾患に苦しむ患者のケアのための専門病棟を設置

“緩和ケア病棟”と名付けた
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バルフォア・マウント教授
“The Father of Palliative Care in North America”

17th International Congress on 
Palliative Care UICC
September 22-26, 2008

国際緩和ケア学会（モントリオール）

マギル大学病院 緩和ケア病棟
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Whole Person Careとは？

Mount (1993), The American Journal of Hospice & Palliative Care

マギル大学の医学教育の歴史

1940’s     “Health and Social Medicine”
1969        “Behavior, Growth and Development”

1994         Modified ITP and ITPM 

2005        “Physicianship Program” 

1989 “Introduction to the Patient”  (ITP)
“Introduction to the Practice of Medicine” (ITPM)

→ Small group teaching format

(Physicianship Apprenticeship Manual for Osler Fellows, class of 2020)

(医療者の二つの役割： “Professional” and “Healer”)

・McGill Working Group on 
“Professionalism”
(Drs. Cruess & Cruess)

・McGill Working Group on 
“Healing and Health Care”
(Dr. Mount and Dr. Kearney)

2013        MDCM curriculum (RCPSC , CanMEDS framework 2015) 

Center for Medical Education (医学教育センター)
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トーマス・ハッチンソン教授

・ バルフォア・マウント教授
に師事

・ 腎臓内科医

・ 緩和ケア医

・ 現在、Whole Person Care
Program Director

Photo from the WPC HP (https://www.mcgill.ca/wholepersoncare/whole-person-care-0)

ハッチンソン教授が主催する
マギル大学 Whole Person Care Program
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“Whole Person Care”を刊行

・Whole Person Care Program の
メンバーを中心に2011年に刊行

・副題として：

A New Paradigm

for the 21st Century

（21世紀への新しいパラダイム）

Whole Person Care テキスト

・”Whole Person Care”
の日本語訳版

・『新たな全人的ケア』

副題：

医療と教育のパラダイムシフト

トム・ハッチンソン編、恒藤暁訳
発刊：ホスピス財団
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Whole Person Careの主題

苦悩から患者を開放することが医療の根本的な目標で
あるとすれば、次の３つの方法があるだろう。

“Cure”の視点

“healer”の視点

1) 苦悩の原因となる問題を解決すること

2) より視点を広げ、患者を全人として捉えること
(患者の背景、生活歴、価値観等)

3) 問題を解決したり、理解しようとしたり、
何かを行おうとしたりすることを第一の目的とはせず
“Healer”として、患者とともに“いま・ここ”にいること

日本Whole Person Care研究会

HP URL ：https://www.hospat.org/wpcj-index.html

13

14



2022/11/19

Whole Person Care 書籍第2弾

・『Whole Person Care 実践編』

医療AI時代に

心を調え、心を開き、心を込める

トム・ハッチンソン著、恒藤暁訳
発刊：ホスピス財団

Whole Person Care 書籍第３弾！

・『MD Aware』

A Mindful Medical Practice
Course Guide
Stephen Liben
Tom Hutchinson 著

土屋静馬
三好智子
恒藤暁 訳
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URL: http://jsme.umin.ac.jp/journal/5304_mag.html

日本Whole Person Care研究会

第1回 2021/2/12 WPC実践編 第1章～第3章 担当：土屋
第2回 2021/5/14 WPC実践編 第4章～第6章 担当：三好
第3回 2021/9/10 WPC実践編 第7章～第9章 担当：恒藤
第4回 2021/11/5 WPC実践編 第10章～第12章 担当：三原
第5回 2022/2/18 WPC実践編 第13章～第15章 担当：土屋
第6回 2022/5/13 WPC実践編 第16章～第18章 担当：三好
第7回 2022/9/9 WPC教育編 第1章～第2章 担当：恒藤
第8回 2022/11/11 WPC教育編 第3章～第4章 担当：三原
第9回 2022/2/10 WPC教育編 第5章～第6章 担当：土屋

【Whole Person Care 読書会】

第1回 2020/8/1 京都大学 大会長 恒藤暁
第2回 2020/11/28 昭和大学 大会長 土屋静馬
第3回 2021/3/13 岡山大学 大会長 三好智子
第4回 2021/8/7 富山大学 大会長 三原弘
第5回 2022/３/12 京都大学 大会長 恒藤暁
第6回 2022/11/19 昭和大学 大会長 土屋静馬
第7回 2023/3/5 岡山大学 大会長 三好智子

【Whole Person Care 学術大会】
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ホスピス財団HP

URL: https://www.hospat.org/index.html

Whole Person Care「実践編」（P2-3改）
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Whole Person Care「実践編」（P2-3改）

Whole Person Care「実践編」（P131改）
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自己・他者・状況への気づき

Virginia Satir

Self

自己

Other

他者

Context

状況

医療者として必要な気づき（マインドフルネス）

• 職場と関係ない人と話す

• 職場と関係ある人と話す

• 日記をつける

• （瞑想により）自己のあり方に気づく

• （以下、研究会で出た意見を追記）

意味の視点（マインドフルネス）から考える‘私’

とレジリエンス

23

24



2022/11/19

１．自己・他者・文脈のあり方に気づく

（マインドフルネス）

２．その気づきを“言語化”する

３. 他者の気づきを傾聴する

“レジリエンス”どう訓練するか？

自分も同じ“人”として、その人が
“意味”を言語化する過程を支える

Wounded Healer (傷ついた癒し人)

The Education of Achilles by Chiron, Pompeo Batoni (1746)

・私も“人”として苦悩する

・その苦悩は他者を通じて

言語化される

・私も“人”として

誰かの苦悩を支える

存在である
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